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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

希 望 者 は 「 身 近 で あ っ た 楽 し い 出 来 事 ・
話 題 」 （ 匿 名 で の 紙 面 紹 介 あ り ） 、 氏 名 、
年 代 、 郵 便 番 号 、 住 所 、 電 話 番 号 、  
メ ー ル ア ド レ ス 、 希 望 鑑 賞 時 間 を 明 記
し 、 は が き （ 宛 先 は 題 字 横 参 照 ） ま た
は 応 募 フ ォ ー ム で サ ン デ ー 山 口 「 は た
ら く 細 胞 」 係 へ 。 2 1 日 （ 水 ） 必 着 。 当 選
者 に は メ ー ル で お 知 ら せ し 、 チ ケ ッ ト
は 上 映 当 日 に 会 場 で お 渡 し し ま す 。

読  者  プ  レ  ゼ  ン ト

招 待 券 ペ ア ５ 組

出  演  者  の ビ ジ ュ ア  ル

体 に 襲 い か か る ウ イ ルス ・ 細 菌 と の 戦 い を 描 く「 は た ら く 細 胞 」  。 清 水 茜に よ る 原 作 コ ミ ッ ク は 、仏 紙 ル ・ モ ン ド が 選 ぶ「 推 薦 す る 図 書 リ ス ト 」に 選 出 さ れ る な ど し 、 シリ ー ズ 累 計 １ ０ ０ ０ 万 部

　
映 画 「 は た ら く 細 胞 」

（ ２ ０ ２ ４ 年 ） が 、

2 4日

（ 土 ）  に 山 口 市 民 会 館 （ 山口 市 中 央 ２ ） で 上 映 さ れる 。　
人 間 の 体 の 中 で 働 く 細

胞 た ち を 擬 人 化 し 、 日 常の 細 胞 た ち の 役 割 や 、 身　
接 客 ・ 接 遇 セ ミ ナ ー

「 顧 客 エ ン ゲ ー ジ メ ン トを 高 め る ビ ジ ネ ス マ ナ ー〜 お 客 様 と の 絆 が 深 ま るコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 術 」が 、

2 7日 （ 火 ） 午 前

1 0時

か ら 午 後 ４ 時 ま で 、 山 口商 工 会 議 所 （ 山 口 市 中 市町 １ 、

☎
０ ８ ３

－

９ ２ ５

－ ２ ３ ０ ０ ） で あ る 。
　
「 顧 客 エ ン ゲ ー ジ メ ン

ト 」 と は 、  「 組 織 ・ 企 業と 顧 客 と の 間 に 生 ま れ る信 頼 性 や 絆 」  「 長 期 間 にわ た っ て 顧 客 と 親 密 な 関

係 性 を 築 き 上 げ る こ と 」等 の 意 味 。  「  『 選 ん で も らえ る 』 組 織 ・ 企 業 に な るた め の ビ ジ ネ ス マ ナ ーを 、 実 践 を 通 し て 学 べる 」 と 主 催 者 。　
講 師 を 務 め る の は 、 マ

ナ ー や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン 能 力 開 発 等 の 講 師 を 約
3 0年 間 務 め て い る 温 品 富

美 子 さ ん 。 講 座 の 内 容 は「 各 自 の ビ ジ ネ ス マ ナ ーの 現 状 を 把 握 す る 」  「 顧客 満 足 度 と エ ン ゲ ー ジ メン ト の 違 い と は 」  「 ビ ジ

ネ ス マ ナ ー の ５ 原 則 」「 電 話 応 対 ・ ク レ ー ム 対応 の 基 本 」  「 信 頼 を 高 める 説 明 力 を 身 に 付 け る 」だ 。　
定 員 は

4 0人 。 受 講 料

（ 資 料 ・ 昼 食 代 込 ） は 、一 般 ４ ０ ０ ０ 円 で 、 同 商議 所 お よ び 日 本 電 信 電 話ユ ー ザ 協 会 会 員 は ２ ０ ００ 円 。 申 し 込 み は フ ォ ー を 突 破 す る メ ガ ヒ ッ トに 。

1 8年 と

2 1年 に は ２ 期

に わ た っ て ア ニ メ 化 され 、

2 4年 に は Ｎ Ｈ Ｋ Ｅ テ

レ で も 全 国 放 送 さ れ た 。　
そ の 作 品 が 実 写 映 画

化 。 日 々 休 む こ と な く 酸素 を 運 ぶ 赤 血 球 役 の 永 野芽 郁 と 、 細 菌 と 戦 う 白 血球 役 の 佐 藤 健 が ダ ブ ル 主演 を 務 め た 。 出 演 は 他に 、 芦 田 愛 菜 、 阿 部 サ ダヲ 、 山 本 耕 史 、 仲 里 依紗 、 松 本 若 菜 、 染 谷 将太 、 板 垣 李 光 人 、 加 藤諒 、 加 藤 清 史 郎 、 深 田 恭子 、 片 岡 愛 之 助 、 新 納 慎也 、 小 沢 真 珠 、 Ｆ ｕ ｋ ａｓ ｅ ら 。  「 翔 ん で 埼 玉 」「 テ ル マ エ ・ ロ マ エ 」 など の 武 内 英 樹 監 督 が メ ガホ ン を 取 っ た 。　
上 映 会 を 企 画 し た 同 館

の 西 村 真 治 主 任 は 「 自 分の 身 体 の 中 で 起 き て い るこ と や 、 細 胞 が ど ん な 働き を し て い る の か が コ ミカ ル に 描 か れ て お り 、 人体 に つ い て も 楽 し く 学 べ

る 。 病 原 体 と の 激 し い 戦闘 シ ー ン も 見 ど こ ろ 」 と鑑 賞 を 呼 び か け て い る 。　
上 映 は 、 午 前

1 0時 か ら

1 1時

5 0分 ま で と 、 午 後 ２

時 か ら ３ 時

5 0分 ま で の ２

回 。 前 売 り 券 は 、 一 般 １５ ０ ０ 円 、

6 0歳 以 上 の シ

ニ ア と ａ ｎ ｙ 会 員 は １ ２０ ０ 円 、 学 生 ８ ０ ０ 円 。同 館 、 Ｙ Ｃ Ａ Ｍ 、 ロ ー ソン チ ケ ッ ト （ Ｌ コ ー ド

：

６ ２ ５ ０ ７ ） で 購 入 で きる 。 当 日 券 は そ れ ぞ れ 、１ ８ ０ ０ 円 、 １ ５ ０ ０円 、 １ ０ ０ ０ 円 に な る 。未 就 学 児 は 入 場 不 可 。 問

い 合 わ せ は 同 館 （

☎
０ ８

映 画 「 は た ら く 細 胞 」
山 口 市 民 会 館 で 上 映 、 チ ケ プ レ も

応  募  フ ォ ー  ム

応  募  フ ォ ー  ム

３

－

９ ２

３

－

１ ０

００ ）へ 。

ム （ 二 次元 コ ー ドか ら ）で 。

山 口 商 議 所 が 接 客  ・  接 遇 セ ミ ナ ー

「 顧 客  エ  ン  ゲ ー ジ  メ  ン ト 」  を 高 め る

ぶ ど う の 木 代 表　 　 　 　 　 　 　

中 村

　
佳 恵

　 「 ぼ く は

　
ア リ に な っ て

し ま っ た 。  」　
人 間 だ っ た と き 「 ぼ く 」

は 数 や 図 形 の 世 界 を 探 求 する 数 学 者 で し た 。 ど ん な 国で も ５ は 奇 数 だ し 、 ３ ＋ ４は ７ 。 数 学 は 、 人 間 ど う しで あ れ ば 国 を こ え 、 人 種 をこ え て 理 解 し あ え る 学 問 なの で す 。　
ア リ に も そ れ が 通 じ る の

で し ょ う か 。 ア リ に な っ た
「 ぼ く 」 は 、  「 こ こ に ア ス パ

ラ の 実 が 七 つ あ る 」 と い う事 実 を ア リ に 伝 え よ う と しま し た 。 が 、 ど う し て も わか っ て も ら え ま せ ん 。　
彼 ら に は 数 が 理 解 で き な

い の だ 、 と 思 い は じ め た とき 、 一 匹 の ア リ が こ う 教 え

山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

︻ パ イ プ オ ル ガ ン メ デ ィテ ー シ ョ ン ︼

５ 月

1 8日

（ 日 ）

1 4時
　
サ ビ エ ル 記 念

聖 堂

　
演 奏 者 井 原 由 紀

（ 献 金 ）
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－ １ ５ ４ ９

︻ 美 術 ギ ャ ラ リ ー ︼ ~

1 9

日  ︵ 月 ︶  :

安 寧 の 世 界 を 希

求 し て

 

東 山 魁 夷 と 巨 匠

版 画 展

 

次 回 は 5 月 2 1 日 掲 載

コ ン サ ー ト

2 4　

 日

る の 。  」　
そ れ は 「 ぼ く 」 が 今 ま で

想 像 も し た こ と の な い 数 の概 念 で し た 。　
ま ぶ し い く ら い 白 い １ や

す ば や く て 青 い １ を 使 っ て朝 露 の 数 を 数 え た り 、 川 の流 れ る 速 さ を は か っ た り する ア リ た ち の 世 界 。 そ こ には ど ん な 数 学 の 風 景 が 広 がっ て い る の で し ょ う 。　
ア リ た ち に 導 か れ て 「 ぼ

く 」 は た く さ ん の ふ し ぎ の広 が る 数 学 の 宇 宙 へ と 、 新た な 扉 を 開 い た の で し た 。 て く れ ま し た 。　 「 わ た し た ち に と っ て 数に は 、 色 や 輝 き や 動 き が あ

福 音 館 書 店
文 ： 森 田 　 真 生 
絵 ： 脇 阪 　 克 二

ア リ に な っ た
数 学 者

2 6 5

２ ７ 日



2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） ５ 月 １ ４ 日 ㈬ 　 ２サ ン デ ー 山 口

▲ 2 0 2 2 年 　 開 催 時 の 様 子

左 の
二 次 元 コ ー ド よ り 、

ピ ー ス マ ッ プ を
ご  覧  い た だ け ま す  。

2 0 8 5

平 和 の 取 り 組 み～ 平 和 と よ り よ い 生 活 の た め に  ～　
私 た ち の く ら し の 安 全 は 、  「 平 和 」 で あ る こ と が 前 提 で す 。

そ し て 、 子 ど も た ち に 平 和 な 未 来 を 残 し て い く こ と は 、 私 た ちの 共 通 の 願 い で す 。　
コ ー プ や ま ぐ ち で は 、 一 人 で も 多 く の 人 が 平 和 に つ い て 考 え

行 動 し て い け る こ と を 目 指 し 、 平 和 活 動 に 取 り 組 ん で い ま す 。　
２ ０ １ ０ 年 に 山 口 県 内 の 全 て の 自 治 体

が 平 和 首 長 会 議 に 加 盟 し た の を 機 に 始 まり 、

2 4年 ま で に ７ 回 開 催 し て い ま す 。 自

治 体 首 長 ・ 被 爆 者 ・ 市 民 が 一 緒 に な っ て

平 和 に つ い て 考 え る 場 と し て 、 広 島 ・ 長 崎 両 市 長の 講 演 や 被 爆 証 言 ・ 若 い 世 代 の 取 り 組 み 紹 介 、 山口 県 版 平 和 首 長 会 議 な ど を 行 っ て い ま す 。　
今 年 は ７ 月

2 8日  （ 月 ）  に 山 口 市 で 開 催 予 定 で す 。

主
　 　

催 ：

山 口 県 ピ ー ス ア ク シ ョ ン 実 行 委 員 会

構 成 団 体 ：

山 口 県 生 活 協 同 組 合 連 合 会 、 生 活 協 同 組 合 コ ー プ や ま ぐ ち

協 力 団 体 ：

 山 口 県 原 爆 被 害 者 団 体 協 議 会 、

 

（ 一 財 ） 山 口 県 原 爆 被 爆 者 支 援 セ ン タ ー ゆ だ 苑

　
終 戦 か ら 長 い 年 月 が 経 過 し 、 被 爆 者 や

戦 争 体 験 者 の 高 齢 化 が 進 む 中 、 戦 争 体 験を 語 り 継 ぐ こ と や 、 体 験 者 の 思 い を 繋 いで い く こ と が 困 難 に な っ て い ま す 。　
次 世 代 ・ 子 ど も た ち に 戦 争 の な い 未 来

や 平 和 と 命 の 大 切 さ を 継 承 す る た め 、 コー プ や ま ぐ ち で は 山 口 県 の 戦 跡 マ ッ プ の制 作 を 行 い ま し た 。　
県 内 の 各 自 治 体 や 施 設 ・ 組 合 員 さ ん の

ご 協 力 に よ り 、  〝

や ま ぐ ち ピ ー ス マ ッ プ

〞

が 完 成 。 各 市 町 の 主 な 戦 跡 と 合 わ せ て 、観 光 ス ポ ッ ト や 特 産 品 な ど も 掲 載 し て おり 、  と て も 親 し み や す い 戦 跡 マ ッ プ で す 。　
ぜ ひ 、 皆 さ ま も 〝

や ま ぐ ち ピ ー ス マ ッ プ

〞 を 片 手 に 戦 跡 め ぐ り を

し て み ま せ ん か ？  ピ ー ス  マ  ッ  プ

 や ま ぐ ち ピ ー ス フ  ォ  ー ラ ム

コ ー プ や ま ぐ ち の Ｈ Ｐ で も 、 平 和 の 取 り 組 みが 詳 し く 掲 載 さ れ て い ま す 。 上 の 二 次 元 コ ード か ら ご 覧 い た だ け ま す ！

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


